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複合型エレクトロニクス 企業における 
イノベーション。 メカニズムの 探 
一 ソニ一の事例研究 よ り一 

0 石倉 聡 ，香月 祥 太郎， ( 立命館大テクノロジー。 マネジメント 研 ) 

工 。 はじめに 

閉塞した社会経済を 打破し 、 新たな成長路線を 確立 事例として、 まず、 テープレコーダー 

する上でイノベーション は 必要不可欠であ る。 とりわ を取り上げる。 ソニ一の最初の 主力製品だからであ る。 

け 、 日本のように 国内経済が成熟化している 国におい 3 。 2  日本初のテープレコーダー   

ては。 ことさら重要であ る。 このよ 年 " 東京通信工業 ( 現 ソニ 二 
ョ ンモデルの提案 ノ ベーショ 略す 3 %" 仕様 議ご 沿って作る 

築 、 例えば、 ロ一 ピンバ やシ 手がけながら、 大衆に直結した 商品 作 

ナリオライティンバなど。 イノベーションに 関する 緩 うになる。 また。 営業の 

究 が長年盛んに 行われてきた。 特に。 ロードマ ッ ピン 商品 は ない ヵ 、 と模索する。 ラジオは 

グや シナリオライティンバに 関しては、 さらに発展さ けていることもあ り、 ワイヤー レコ 

せた研究が行わ 壮大と安 立 電気 ( 現 アンリツ ) で 製 ㈲ @ こ 目をつける。 

既存製品の開発プロセスをモデル 化することで、 将来、 しかし。 ワイヤーは材料を 入手するのが 困難。 ワイヤ 
イノベーションを 起こしうる製品の 予測を試みるもの 一 が切 

であ る。 

究 では " 戦後、 様 柁 な新規商品を 世に 

送り出し、 市場を創造、 または拡大に 貢献したソニー 

の 製品を事例に 取り上げ、 製品開発プロセスのモデル 一 を拝見。 拝聴す 

化を試みると 共に、 イノベーションが 導出されるメカ 

ニズムの究明を 図る。 

べ ー スとしたテクノロジーを 応用する 

ことでプロダクトを 開発し。 マーケットに 投入する製 発明された」 0 丹羽保次郎の 音響工学 ) との記述を頼り 

品開発プロセスは 目明であ るけニアモデル ) 。 そこで、 に。 木原 信敏 。 戸澤 杢 三郎を中心にテープ 開発を行う。 

今回、 ソニ -D 製品事例の観察によ り @ ソース とコ 次に。 交流をバイアス 録音法を略称 : 交流 

モディティの 項目を新たに 付加し " プロダ夕卜を 既存 バイアス 法 2 の特許 ( の 取得に注力する。 

プロダクトと 新機能。 性能プロダ タト の項目に区別す 特許 は 東北大学が保有し。 権 利 は安立 電気が 

ることで。 製品開発プロセスにリゾー ス                           おり。 室主電気から 金銭による権 利 救 得を行った。 そ 

術 ) 。 テ ィ ユ ノス " テクノロジー ( 内部技術 ) 。 既存プ の他の開発要因として。 機械構造に関し 

ロダクト。 新機能 " 性能プロダクト。 マーケット " ゴ ワイヤーレコードでの 見当と実物からの 

モディティのフレームを 設定することを 提案する。 そ 行った。 隆一の苦労 は モーターとゴムで " モーター は " 

して " 文献 回 より抽出した ヂ一タを 各項目に時系列で 仕方なく不二家電気 製の ターンテーブル 用のづ弓 ハ イン 

配置し " 製品開発プロセスのモデル 化を図る。 その結 ジ ヱタ ションモーターを 使用することで 対処した。 ゴ 

果 と経年的に展開するビジネス。 プロジェクショ           ム は " 天然ゴムであ ったため " 伸びたり切れたりする 

ら 。 イノベーションの 特性、 およびイノベ - ションの という問題があ った。 

メカニズムを 究明し、 イノベーションの 導出プロセス 月 、 かくして。 テープレコーダ 一の試作 @@@@@ 

を 定性的かっ 傭轍 的な観点からさぐる。 号 機が完成する。 
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玉屑、 製品として日本初の テ 一 
  め型」が完成する。 据え 

務 用であ り、 録音時間は 2 時間であ る。 重さは ぬ キ 

り @ 当時の値段で 工 万円であ る。 井深が提案 

し電蓄との協力で 開発したヒステリシスモータ 一によ 

りモータ一の 改良を行った。 また、 ゴムベルトの 質も 

向上 - させた。 

テープレコーダー「 

型』の試作が 完成する。 録音時間は 3 

れは、 試作段階で製作を 終了し。 後の 

一 「買埋」に継承される。 

3. 2  テープレコーダー「 邦型 』で市場開拓 

満を持して世に 送り出した 型であ るが、 あ ては 完 

全 @ こ 外れ、 まったく売れな 力、 た 。 最高裁判所の 速記 

の代わりとして、 わずかに売れた 程度であ る。 G 型 は 、 

大きく重たく 使いづらく、 そして何よりも 値段が高く 

一般消費者にけ 手が出せないというのが 売れない主な 
理由であ った。 そこで、 用途研究に着手し。 製品ライ 

ンナップの拡張を 図った。 「 G 型 A 」は。 昔の明瞭 さ 

点を置いて制限増幅器を 付加したテープレコーダ 

一であ り、 「 G 型 」 ほ 、 周波数特性 

昔に重点を置いた のであ る。 そして。 

両サイドに取っ 手を付けて持ち 運びやすさに 重点を置 

いたものであ る。 しかし。 3 機種とも重く、 もっと ポ 

ブルにする課題が 依然として残った。 

弱年 3 月、 本格的な普及型テープレコーダー「買 

埋」が発売される。 民生用としての 第互号 機であ り、 

重さは 鰻 キロであ る。 木製のトランク 型ケースで。 

東 通二 は 。 工業デザイナ 一に初めて依頼した。 さらに、 

フェライトヘッドを 初めて使用することで。 一段と安 

型は、 消去ヘッドのロスが 多く、 性 

能向上の障害となっていため、 高周波 特 陸の良い磁気 

材料であ るフェライトを へッド を応用することに 着目 

した。 そして。 わが国で一 与 - く フェライトの 研究に 

専念していた 東北大学と共同研究を 始め、 盛田正明を 

派遣する。 社内でほ、 岩間和夫を中心にフェライトヘ 

、 ソド の開発を進める。 

当時の進駐軍の 政策として。 戦前の観念教育から 視 
聴覚教育への 切り替えがあ り、 学校のテープレコーダ 

ーへの需要が 増え始めてきた。 その増える需要に 対処 

すべく。 早川電機 ( 現 シャ - プ ) の協力のもとライン 

化による量産体制を 取り入れたのが、 テープレコーダ 
型 」であ る。 この 型により。 学校への普及は 

拡大し、 学校の必需品となる。 盛田昭夫。 倉橋正雄の 

により、 結果的に。 発売以来 

であ るテープレコー 

の 恭一タブル型のニーズにより 開発。 商品化したテー 

プレコーダ一であ る。 ゼンマイ式のモーターと 歯車に 

よってテープを 駆動させ、 ガ バナ一で速度を 制御させ 

る方法で軽量化を 図った。 街頭録音で活躍する。 

テープ、 フェライトヘッドなどの 技術開発、 製品の 

用途研究への 取り組み、 視聴覚教育の 普及といった 要 

因が 融合することで、 録音技術が生活に 定着していく 

こととなる。 

3 。 3  ステレオ技術の 導入 

ごろ。 ステレオ ( 立体録音 ) の研 

究に着手する。 日本では、 モ 

発売されたばかり 頃 であ る。 

し 、 プロ用のテープレコーダ 

個 使用して、 左右のチヤンネルに 振り分ける改良を 施 

す。 マイクロホン は 、 中津留 嬰 が担当し、 G ず鴇 型に用 

いた初の自社製ムービンバコイル 型マイクロ ホンを 応 

用する。 そして。 ムービンバコイル 型マイクロホン 

日本初のステレオ 放送が 

は東通二 製 であ り、 大成 

テレオ放送の 定期放送； 

より開始される。 

ごろ、 ほ チャンネルのステレコ 一列が完 

チヤンネルの 欠点であ る。 昔の中抜け現象 

を左右と中央に 録音機を配置することで 改善した 3 チ 

ャンネルのステレオテープレコーダ 一であ る " 俳優座、 

梅田コマ、 新宿コマに納入される。 
テープレコーダーにおける 小型化。 軽量化、 および 

ステレオの技術開発が 、 後のウォークマンを 生み出す 

原動力となる。 

  製晶 事例 結 

ソニ一のテープレコーダ 一の事例をモデル 化した結 

果を図互に示す。 さらに、 テープレコーダーと 同様に 

行ったトランジスタ。 ラジオ、 デレビに関してモデル 

化した結果を。 テープレコーダ 一の結果と合わせて 図 

2 に示す。 
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図 20 テープレコーダ 一の事例結果から、 既存プロ 

ダクトとテクノロジーが 結合することで、 新機能。 性 

能プロダクトが 誕生し。 やがて。 ニッチ 社 マーケット 

リ造をきっかけにマーケットの 多様化と コ モディ デ 

こされていること。 つまり イ / ベーショ 

。 したがって。 イノベーションのメカニ 

ズよ の究明に。 リソース ( 人 、 外部技術 ) 、 サイエンス。 

テクノロジー ( 内部技術 ) 、 既存プロダクト。 新 

，性能プロダクト、 マーケット 、 コモ ヂィ ティのフレー 

ムの設定には、 有効性があ ると考える。 

の事例結果から。 イノベーションの 導出に 

際して、 以下の製品開発プロセスが 考えられる。 

い ) スパイラル型製品開発プロセス 

テープレコーダ 一での事例結果で 示すように。 製 

品の開発プロセスが。 テクノロジー やサ イェン ス を 

含めたスパイラル く らせ か なものを い う。 このよ 

うなプロセスが 引き起こされるのは、 テープレコー 

ダ 一の場合では。 ， 、 聖化。 軽量化の目的達成に。 技 

術 的課題が多方面にわたるためであ るからと考察 

する " 

巳 ) リニア 型 製品開発プロセス 

トランジスタ。 ラジオでの事例結果で 示すよう @ こ " 

製品の開発プロセスが、 リニア ( 線型 ) なものをい 

う " このようなプロセスが 引き起こされるのは、 ト 

ランジスタ。 ラジオの場合でほ。 小型化。 軽量化の 

目的達成に。 トランジスタが 一番効果的に 作用する 

ためであ るからど考察する。 

) ディスクリート 型製品開発プロセス 
テレビの例で 示すよ 目こ 。 製品の開発プロセスが、 

デイスクリ - ト ( 不連続 ) なものをいろ。 このよう 
な プロセスが ち @ 超こされるの ほ 。 テレビの場合で 

ほ。 量産化の目的達成が 既存技術でほ 困難で、 新技 

術を開発する 必要性が生じるためであ るからと考 

察する。 

は " イノベーションが 導出されるメカニズ 

ふめ 探求に当たり、 リソ - ス ( 人 、 外部技術、 ザイエ 

ンス、 テクソロジー ( 内部技術。 既存プロダクト、 薪 

能。 性能プロダクト、 マーケット。 コ モディティの 

フレーム設定によるモデル 化に有効，注があ ることを提 

唱した。 そして、 ソニ一の製品事例をそのフレームに 

適用した結果、 スパイラル型、 リニア 型 。 ディスクリ 

ート型のイノベーション。 メカニズムがあ るのではな 

らの型 は 、 製品を 

術に依存すると 考えられる。 
今回、 ソニ一の製品事例の 分析に当たって、 ソニー 

は、 小型化。 軽量化が民需を 促すというマーケットを 

見据えたコンセプトのもと、 有効的かつ効率的な 製品 

開発を行っていたのではないかと 思われる。 その結果。 

プロダクトのイノベーションに 加え、 ぶ Ⅴ市場という 

マーケットのイノベーションも 引き起こしたのではな 

いかと推察する。 その根底には、 企画から商品化まで、 

マーケッタ一とエンジニアという 人の一貫した 連 

あ り。 それがイノベーションの 原動力となっていると 

考える。 
最後に。 本研究が将来のイノベーションを 予測する 

上での一助になれば 幸いであ る。 

参考文献 
．クライン著、 鴫原文七 訳 、 「イノベーション。 

スタイル一日米の 社 システム変革の 相違 一 」、 

社 。 

シュ ム ペーター著、 塩野合祐二中山傍 知郎 。 東 

畑精一調、 「経済発展の 理論 ( 上 ) 」、 ( 

店 。 

一 596 一 


